
FLYERS'LITERATUREへ の序 章

木 名 瀬 信 也

DaedalusとIcarusの ギ リシャ神話 、日本では天磐船 に乗 って降臨 され

た、天孫ニ ニ ギノ ミコ トの話 以来,洋 の東西 を問 わず、人 間が 鳥の よ う

に空 を飛び たい とい う願望 は、 さまざまな形 で、歴 史 を彩 って来た。

1.eonardodaVinciの 飛行機のデザイン、天女の羽衣、久米の仙人etc.単 な る

デザ イ ンや 空想か ら一歩すす んで、実際 に飛翔 のための道具 の製作 と実

験 、そ して失敗 と犠 牲。空想に合理性が加 わった。 自然科 学の発達 が 先

ず気球 の発明 を もた らし、次 いで 「空気 よりも重 い」航 空機 を開発す る

こ とになった。

WilburとOrvilleのWright兄 弟 が手製の飛行機Flyer号 で 、初 め

て空 を飛ん だのは、1903年12月17日 で 、場 所 はNorthCarolina州 の

KittyHawkで あ った。当 日最初 の飛行 は12秒 で 、36.6メ ー トル で あっ

たが、最 後の4度 目は59秒 、258メ ー トル に距離 を伸 ば した。以後70年 間 に

航 空機 は驚 異的な発達 を遂 げ、月面着 陸やSpaceShuttleの 計 画 が 現

実化 しつつ ある。

飛行 機の改 良が進むにつれ て、 その用途 はス ポー ツか ら実用へ 、 さ ら

に軍事 用へ と発展 し、再度 の世 界戦争 は航空機 の発達 に、決定的 な役割

を果 した。性能 の改良 はmechanismの 革 命へ と進み 、Propeller駆 動 は

Jet推 進 に とって替 られ るに到 っ た。わずか75年 で 飛行 機がRocket推

進 を採用 し、宇 宙旅 行が実 際に可 能に なる とは、誰 も考 え られ なか った

に違 いない。

しか しIcarus以 来 の 人類 の夢 は 、本 当 に果 されたのであ ろうか。

人類の夢が機械 力の驚 異的な発達 に圧倒 され、人が空 を飛 ぶのでは な く、
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機械 が人間 を空に打 ち上 げる現 況に、我々 は とま どい を見せ てい るのが

実状 では なか ろ うか。 そ して機械 の集積で あ り、pilotと い うよ りもme-

chanicに よ って操縦 され るJet機 は 、人が空 を飛 ぶ とい う夢 を運ぶ道具

には 不相応 で あ り、む しろPropeller機 あ るいはGliderに こ そ、人間 と

空 との関 り合 いが 直接 的 に保持 されてい る と考 え るの であ る。

Wright兄 弟 の初 飛行後 、航 空熱はア メ リカよ りもヨー ロ ッパ 、特 に

フ ランスに於 て盛 んに な り、HenryFarman(1874-1958)やLouis

Bleriot(1872-1936)が 飛 行時間 と飛行 距離 で、着々 と実績 を重 ねて

い た。草創期 に於 け る飛行機 は、 自ら製作者 を兼 ね る操縦者 に よって、

飛ば されていた。彼等 は皆 、冒険家 であった。第一 次世界大 戦(1914-19

18)は 飛 行機 の改良 に拍 車 をかけ 、実用す なわち軍用 に耐 えるこ とを証

明 した。戦線の後方 を偵 察す る目的 に使用 された飛行機 は、や が て武器

を積 んで空中戦 をす る ように なった。飛行 の安 定性 の他 に、運動 性が求

め られ るようにな り、戦 斗 を主 とす る軍用機 が登 場す るこ とに なった。

爆弾 を敵 陣に投下す る 目的 で、大型 の機 が必要 とされ、爆撃機が 出現 し

た。戦争後期 には、両 軍 ともに軍用機 の充実に励 み、機体 ・エ ンジ ンそ

の他 飛行機関連工業 が急速且つ長 足の進 歩 をみせ た。1918年 に大戦 が終

結 す るや 、軍用機生産 の平和利用へ の転換 が求め られ、郵便 飛行が制 度

として誕生す るこ とにな った。

軍用機特 に戦斗機(Fighter)はacrobaticな 空 中戦 の花形 を生み出し、

ManfredvonRichthofenやReneP.FonckはFighterAceの 代 表 と

して 、それ ぞれ80機 ・75機 の 撃墜 を誇 る国民的英雄 であっ た。 しか しわ

れ われはそ こに悲惨 な戦争の陰 をその裏 には っき りと、見 ることができる。

戦争 は もちろん敵 との戦い ではあるが、死 その もの との戦 いの 中に こそ、

戦争 の真 の姿が ある と考 える。殺す側 にある者 も、殺 される側に居 る者 も、

双方共に死 との戦い であ る。死 を眼前 に見すえる極 限の場 に於 ける人間の

あ り方に 、人間本然 の姿 が現れ る との立場 か ら、いわ ゆる戦争文学が生
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まれ て くる。虚飾 を取 り除いた人間が、本然 の姿に帰 った とき、美 しい

人間愛が 発露 され る時 もあ るが、醜い獣性 が露骨 にな り、業 の深 さに戦

慄 を覚 える こ ともある。戦争 を主題 とす る文学 はこの両極 の対立 を、dra-

maticに 構 成す るこ とによ り、 作 品 と して成立す る。 眼前 にあ る死 の

恐怖が大 きければ大 きいほ ど、生の歓 び は大 き くな る。一瞬 に して絶 ち

切 られ る愛 の深 さが 、深 ければ深いほ ど、歓喜 か ら絶望へ の瞬 時に起 る

転換が 、悲劇 感 を強め る。戦争 は文 学に恰好 の道具 立て を提供する もの

と、言 えるであ ろ う。 しか も飛行機 は その戦争に花 を添 え、源平武者 の

一騎打 ちよ ろし く
、空 中に輪 を画いて撃 ち合 う戦 斗に喝釆 をお くる。戦

争初期の頃 は、敵味方の飛行機 が空中でハ ンカチ を振 って別 れた こと も

あ り、騎士 道花やか な りし頃 を、想起 させ るこ ともあ ったに違 いないが 、

そ こには苛 烈 を極め た生 と死 との葛藤が あ り、暗い厳 しい側面 こそ、現

実の姿 であった こ とを忘 れてはな るまい。 当時の飛行機 製作者 は草 創期

を乗 り越 えて、揺籃 期に 入っていたが、性能 の向上や 営業 な どに忙殺 さ

れ、冒険家 の域 を越 えて 、空 を飛 ぶ とはど うい うこ とか、 人間が地 面 を

離 れた らど うな るのか、などに思 い を廻 らす余裕 はなかった。花や か なPi-

10tの 多 くは軍 入であ り、自ら空 を飛 び廻 る ことだけが 、生 き甲斐 であっ

て、空 を飛ぶ ことの哲学的 な意 味な どは 、む しろ考 えな い方が軍 人 らし

い軍人 と、 自他 共に認め ていた。戦争 という大 きな渦に巻 き込 まれて、

空 を飛ぶ こ と自体 に、生死 に関 わ る問題が 内在 してい る との認識 が一般

化 して いなか った、 とも言 うこ とが で きよう。飛行機 製作者 もPilotも

皆 、夢中 で飛行 機 を作 り、飛行機 に乗 った、 しか も戦争 とい う大 きな国

家 の要 請に よ り、熱狂的努 力に拍車が かけ られ た。第一 次大戦 はか くて

ErichMariaRemarque;AllQuietontheWesternFront,Ernest

Hemingway:AFα7eω θ1noArmsの よ うな戦争文 学の傑作 を生 み

出 した。 しか し戦争記録 は別 として、飛行機が 中心 を占め る作 品は、戦

争文 学の中 で見出すのが難 しいほ どであ る。CecilLewis:Sα8漉 α7∫ω5
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Rising(1936)は 数 少 ない中の一 つ であろ うか。

戦 争が終 って、飛行 機の平和 利用は 、先ず 第一 に郵便 飛行 に向けられ

た、旅 客輸送 は未だ一般化せ ず、遊覧飛行や 曲乗飛行 に よってPilotは

僅 か な金額 を得 るにす ぎなかった。 この よ うな飛行 をbarnstormingと

言 うが 、状 況 を見事 に写 し得 て妙で ある。平和 に な り、戦争 による緊張

と死の恐怖 か ら解放 されたPilot達 は 、飛ぶ こ との意味や 、大 地 を離れ て

空中 に居 る とは ど うい うこ とか 、を考 え る余裕 を もつ こ とが 、で きる よ

うに なった。

この ような背景 をもって 、Flyers'Literatureが 出 現 す るよ うに な る

のであ って 、戦争文 学の一環 としてPilotの 生 き方 を捉 えた戦記 の類は、

戦争 の泥沼 に没 し去 って 、飛行 その ものの神秘 とそれ に対応 す るPilot

の心 を、画 くことに主 力を置いて いない。

昭和54年2月 現在 、流行 語 として まず 第一 に挙 げ られ るの は、"翔 ん

でる"で あ ろ う。飛翔 とい う語 も しば しば 目に とまる。その意味 は、現

実 を離 れて何か に夢 中にな るこ とであろ うか。ア メ リカの若者 の流行語

"fl
ying"の 翻 訳 である とも言われて いる。

1972年 の 夏 、筆者 はOregon州 の 田舎 町の本屋 に立寄 った時、Antoine

deSaint-ExuperyのTheLittlePrincが 、 うず高 く積 まれてい るの

を見て 、驚 いた経験 を もっている。当時 日本 で もよ く読 まれていた筈で

あ り、 内藤濯 氏に よる名訳 は1953年 の3月 に第一刷 が発行 されてい る。

申す まで もな く日本語訳 は 「星の王子 さま」 であ る。筆者 の驚 きは発行

後30年 近 く経 っている本が、何故 このよ うに売 れ るのか、それ とも過去

30年 間 引 き続 き読 まれてい るのか 、であった。原著LePetitPrinceは

1943年 、その英訳TheL漉1θPrinceは1945年 発行 で ある。訳者はKath-

BrineWoods.

AntoinedeSaint-Exupery(1900-1944)は1926年ProfessionalPilot
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として郵便 飛行 に従事 し、西アフ リカや南アメ リカ航路 のPioneerの 役 割 を

果 たしたが、その経験 がCou・rrierSud(SouthernMai1),VoldeNπ 拷

(NightFlight)に な って結実 した。やがて 第二次大 戦に参加す るが 、緒戦

に敗れ たフランスに、痛恨 と愛 階とを残 して、ア メ リカへ 渡 りそこでLe

PetitPrince次 い で英訳TheL漉1ePrinceを 出 版す るこ とにな っ

た。1944年 祖 国フ ランス解放 のため、ア メ リカ軍 に加 わ りア フ リカ駐 屯

の基地か ら、年令制 限 を振 り切 って偵 察飛行 に飛 び立 ったままつ いに帰

らなか った。 彼は軍 人 として戦 死 したのであ るが 、彼の本質 はnovelist,

essayist,flyerそ してpoetで あ った。TheL漉 ♂ePrinceは 童 話 で は

あ るが、彼 の性格 と体験か ら生れた と考 えられ る点が 、数 多 く見 出 され

る。現在の 流行 語"翔 んで る"の 源流 を、TheLittlePrinceな り と限

定 す るつ もりはないが 、関係が皆無 とは言 えない と思 う。空 は 自由で無

際限で ある との捉 え方が 、翔 ぶ こ とへの 瞳れ につ なが っている。 しか し

実際に 、空 は人間に とって際限がな く完全 に 自由 な世 界であろ うか。地

上 を離れ て高度 を とれば、温度 ・気圧 ・酸素 な どが 人間の生 存に障害の

factorと な って現れ て くる。 人間は、否鳥で さえ も、空 中を飛翔 し続 け

るこ とはで きない。翔 んだ もの は地上 に戻 らねば ならない。翔 ぶ こ とは

完全に 自由 どころか、地上 か ら離れ得 ないこ とを人 間に教 えるこ とであ

ると、逆説的 に言 うこ とが で きる。流行語 としての"翔 ぶ"は 間もな くシ

ャボン玉 の よ うに消 え るで あろ うが 、人間が もつ飛翔へ の志 向は、 人聞

の本質 的な傾 向 であ り、Pilotは 体 験 を通 して最 も確 実 な視 点 を身につ

け る。飛 び立 てば、必 らず地上に舞 い戻 らねば な らない。高 く飛翔す るこ

との歓 びは、Icarusの よ うに墜落す る恐怖 に裏 打 ちされてい るのである。

ち ょうど船 頭が板 子 一枚下 は地 獄 と、身体全体 で感 じとって いるように。

しか もその恐怖 を越 えて 、海へ あ るいは空へ 人間が誘 われ るのは何故 で

あろ うが。 人間の本来身 につ けた冒険心 か、 それ とも生命の躍動が高 く

また遠 い ものを希求 させ るのであろ うか。事 実 人間は、かずかず の失敗
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や犠 牲 を乗 り越 えて、太洋 を渡 り大空へ挑戦 した。 人類未踏 の極北 の地

や 、山の頂 きを目指す 人は、今 なおあ とを絶 たない。 いろいろな冒険 的

活動 の中で、飛翔 が他 と絶対 に違 うこ とは、空 中に静止 して、そこに留

まる ことがで きない とい うことで ある。

TheL漉!θPrinceの 著 者は、サハ ラ砂 漠に不時着 を した。サハ ラ砂

漠 の神 秘的 な美 しさは、彼 を強 く惹 きつけて いた("IntimespastI

havelovedtheSahara:'Wind,SandandStars)し か し 「星 の王 子

さま」が現 われ たのは、砂漠や 星の美 しさか らだけ ではない。著者は特

に触 れてい ないが 、不時着が 「星の王子 さま」の 出現 に大 きな役割 を果

して いるのであ る。平坦 に見 え る砂 漠 も、決 して滑 走路 の ような筈は な

く、容易 に接 地 し難 い場所 であるに違 いない。着陸地点 の選 定に血眼 に

なっ ている時、飛行速度が失速速 度に近づ いて いないか 、各計器類の確

認 を十分 してい るか 、などを同時に平行 して留意 しなければな らな い。

着 陸地点 の選 定 を誤れば 、大事故 を起す であ ろう、緊張 はその極に達す

るが 、絶対 に冷静 さを失 ってはいけな い。 見事 とい うよ りは幸運に も、

着 陸に成功す れば、緊張か ら解放 され た気 の弛み と、一緒 に襲 って来 る

疲労 感 とが 、仮 眠 をとった明 け方 の冷気の 中に、「星 の王子 さま」 を呼 び

出すの も、決 して不思議 は ない と、思われ るのであ る。飛行機 は地上 に

戻 らねば な らない、 しか も安 全 に。 これが飛翔 の帰結 である。飛翔 に含

まれ る恐怖 は、 この帰結の不確実 な こ とに起 因す る。不確実 と不安 定が 、

濶達 自在 な魂 の高 揚 と併 存す る ところに、Flyers'Literatureの 存 在 意義

が 認め られ る と言 うこともで きよ う。

Saint-Exuperyは その著書SouthernMail,NighFlightな

ど初 期の作 品において、 この際立 ったcontrastを 中心に据 え、 強 い義

務感 をもって行動 す る人間 を描 いてい る。崇高 な魂 の高揚 を讃 える散 文

詩 といえるであろ う。Saint-iExuperyはTheL漉JePrinceに お い

て、 魂 の高揚 を純化へ と進 めて行 った。 む しろ最 初か ら純粋 な魂が 、
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この童話風 な物 語の 中に、美 しい表現 とな って現 れた と言 うべ きか も知

れない。"Iamveryfondofsunsets"と い うPrinceに 、著者 は"_.。.But

onyourtinyplanet,mylittleprince,allyou.needdoismoveyourchaira

fewsteps.Youcanseathedayendandthetwilightfallingwheneveryou

like_"と 言 うと、Princeは"Oneday,Isawthesunsetfortyfour

times!"と 答 えて いる。飛行機 の上か ら夕 陽の沈む頃 、地上 に眼 を落

す と、 そこに既 に夕 闇が拡 が ってい る。 さ らに高 くさらに西方へ 、飛行

機 を駆れ ば、夕陽は なかなか沈 まずに、 いつ まで も飛行機 と共 に ある。

この経験 が この文章 を もた らした に相違 な く、 さらに 続 け て 、"You

know-onelovesthesunset,whenoneissosad…"と 言 うPrince

の 心 には 人間の孤独感 が溢れてい るよ うに思 う。永遠へ の回帰 を思 って

いるか らで あ り、著者 を普 遍の世 界へ導 いてい るか らであ る。

Saint-ExuperyはFlyers'Literatureの 先 駆者で あ り且つ創始 者 で

あった。flyerと して単 に飛行機Pilotの 冒 険家 で終 ったので はな く、詩

人の心 を行 動人の実 践で包んだ文学者 で あった。

流行語 「翔ん でる」 の発生の背景 的役割 の一つ をさ らに果 した と思 わ

れ る ものに、RichardBachのJonathanLivingstonSeagullが あ

る 「カモ メの ジ ョナ ザ ン」 で ある。Bachは1936年Illinois州OakPark

に生 れたが、少年 の頃か ら飛行機 に関心 を持 ち、一時 は空軍に も籍 を置

いたが、 その後転 々 と職 業 を変 えた。飛行機Pilotと 作 家 との二枚看 板

を掲 げたがJonathan.は1970年 出 版 され 、1972年 突 如 として売れ行 き

が急伸 、ベ ス トセラーに なった。JonathanLivingstonSeagullは

寓 話 であ る と言 われて いる。 なるほ ど十分 に寓意が読 み とれ るので ある

が 、このstoryはBachが 飛 行機操縦 を習得 す る過程 で 、体験 した こ と

が 中心 に なってい る。寓話 を作 ろ うとしたのではな く、一 人前 のflyer

に な るため の努 力 と、飛行へ の強 い関心が 、一般の読者 に寓意 を感 じさ

せ たのだ と、言 うことが で きる。"-Butwayoffalone,outbyhimself

一7一
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beyondboatandshore,JonathanLivingstonSeagullwaspractic-

ing・"仲 間 のseagullsは 食 べ 物 に 夢 中 で あ る が 、Jonathanは 食 べ 物 は

眼 中 に な く、 飛 ぶ こ と一 途 に 心 掛 け て い る 。pratticingと は 飛 行 練 習 の

こ と で あ る 。Jonathanは"Thenhisfeathersruffled,hestalled

andfell"急 降 下 の 練 習 を し た の で あ る が 、"Seagulls,asyouknow,

neverfalter,neverstall.Tostallintheairisforthemdis-

graceanditisdishonor.とstallに つ い て 説 明 し て い る 。 飛 行

練 習 は あ る 意 味 でbalanceを と り 続 け る 練 習 で あ る 。 飛 行 機 の 対 気 速 度

が 、 失 速 速 度 に 達 す る と失 速 す な わ ちstallの 状 態 に な る 。 従 っ て 失

速 に な ら な い よ う 、 つ ね に 教 官 の 注 意 が と ぶ の で あ る 。"hjustsix

secondshewasmovingseventymilesperhour,thespeedat

whichone'swinggoesunstableontheupstroke'や"helost

controlathighspeed:'に 飛 行 機 の 過 速 状 態 を 指 摘 し て い る の は 、

stallと 同 じ くoverspeedの 危 険 を 飛 行 練 習 中 つ ね に 避 け る よ う指

導 さ れ た 結 果 で あ る 。 飛 行 技 術 の 問 題 の み な ら ず 、Pilotの 心 の 問 題 も

採 り上 げ ら れ て い る 。"Heavenisnotaplace,anditisnotatime.

Heavenisnotbeingperfect."Perfectionを 求 め て 努 力 を 続 け る

Jonathanに と っ てHeavenと はPerfectionで あ る と 、 言 わ せ て い る 。

Jonathanと 飛 行 術 習 得 の 過 程 を 結 び つ け て 、 人 生 問 題 を 考 え さ せ る 寓 話

に 、 仕 立 て あ げ ら れ て い る と こ ろ に 、JonathanLivingstoneSeagull

の 成 功 が あ っ た の で あ ろ う 。 そ し てFlyers'Literatureの 中 で 、 特 に

そ の ユ ニ ー ク さ の 故 に 傑 作 と呼 ん で 、 差 支 え の な い も の と考 え る 。

RichardBachの よ う に 流 行 作 家 に は な ら な か っ た が 、Flyers'

Literatureの 一 翼 を 担 う作 家 にAnneMorrowLindbergh(1906-)

リ ン ドバ ー グ 夫 人 が い る 。CharlesLindbergh(1902-1974)は1927年

大 西 洋 無 着 陸 単 独 飛 行 に 成 功 し て 、 一 躍 世 界 のheroに な っ たflyerで あ

り 、 そ の 乗 機 の 名 前 更TheSpiritofSt.Louis'と 同 じ 表 題 の 記 録 文 が
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1953年 刊 行 され 、翌年PulitzerPrizeを 受 賞 した。 しか し表 面的 な記録

を掘下 げ て、心 の起伏 を述 べ る段 にな ると、Anneの 方 に軍配 を挙 げ ざ

る を得 な い。AnneMorrowLindberghは 少 女時代か ら文学 修業 に

励 み、SmithCollegeに 在 学中、ElizabethMontaguPrizeとMary

AugustaJordanPrizeを 受 けて いる。父親DwightW.Morrowが 米

国大使 と してMexicoに 滞 在中 、親善飛行 で飛 来 したCharlesと 知 り合

い、1929年 結婚 した。深 窓の令嬢が 飛行機 野郎 と結婚 し、1931年 夫 妻は

大 圏 コー ス を通 って、NewYorkか らAlaska,千 島 列 島、 日本列 島、 中

国へ飛 んだ。Anneは 科 学知識 の欠除 を克服 して 、RadioOperator時

に はco-pilotと な って夫 を助け た。この記録 がNorthtotheorient

と して1935年 に 発刊 され た。本来飛行家 になるよ うな資質 を備 えて いた

わ けではないが、夫へ の協 力か ら前 入未踏 の飛行 に出発 した彼女 は、苦

難や恐怖 を味わいなが らも見事 なル ポル ター ジュ を仕上 げ たのであ った。

Charlesはpilotと しての資質 に恵 まれ、 沈着に して緻 密且 つ決断 力に

富ん でいたので、Anneは 協 力者 として無事 大任 を果 たす ことがで きた。

しか しAnneに とって初 めての経験 であった この飛行は 、当然Charles

と は異 なる体験 を味わ う機会 とな った。そのCONTENTSの 第 九章にDa-

rkが ある。地上 に戻 る宿 命 を もってい るPilotは 暗 闇の中で どのよ うに し

て 飛行機 を取扱 った らよいの であろ うか。"Irememberednow

whatnightwas.Itwasbeingblindandlostandtrapp-

ed.Itwaslookingandnotseeing--thatwas.night."

暗 闇 の 中 を飛ぶ時は、計器 飛行 に よるのが普通 であ るが 、その準備 をせ

ず 、あるいは、偶 然暗黒の 中 を飛 ばねばな らぬ場合 もあるが 、未経験 者

は非常 な恐怖感 ・極度 の緊張 を覚 えるものであ る。 それ は死 の恐怖 につ

なが ってお り、不安 と焦燥 に駆 られ ることがあ る。高揚 された飛翔 の願

望が 、暗黒の死に裏打 ち されて いることを、素直 な心 で描写 してい る。

この東洋訪 問旅行 の翌年Lindbergh夫 婦 を幸福 の頂 きか ら奈落の底に突
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き落す よ うに、Charles,Jr.が 生 後20ヶ 月 で誘 拐 され殺 され た。世 界的

な話題 となった この事件 は、 さらにJournalismの 関 心 を惹起 し、夫妻 は

報道関係者 に追 い廻 されて、寧 日な く、ついに母 国 を離 れ る決意 を固め

るに到 った。 その翌年1933年 は 大西 洋横 断の航空 ルー ト開拓 のため ・ヨ

ー ロ ッパか らア フ リカ西 岸へ飛 び、 さらに大西洋上 赤道 を越 えて、南ア

メ リカへ飛ん だ。その記録がListen!theWindと して1938年 に 刊行

された。 この中では風が主役 をつ とめて いる ように見受 け られ る。風 が

ない為に 、愛機`Tingmissartoq'は 水 上か らtakeoffで きず 、さん ざ

んな苦労 を重 ね た末 、第27章 の 題 目にあ るように`Listen!theWind

IsRising'で や っ と目的地 へ飛び立つ こ とがで きた。風の威 力 と言 うよ

りも、その恩恵 をこれほ ど強 く感 じた ことは 、未 だ嘗 てなか った こ とで

あろ う。彼女 の名 作 と言われ るGiftfromtheSea(1955)は この

ような厳 しい体験 の後 に得 られ た人生省察 のエ ッセイで ある。本来flyer

とは 言 い得 ない婦人が 、夫 唱婦 随 で経験 した飛翔 は 、それ故 に新鮮 且つ

深刻 な影響 を与 え、彼女 の作品 にその感動 が素 直に表現 され て、読者 に

感銘 を覚 え させ るのであ る。 日常生 活に体 験 し得 ないこ とが 、flyer's

lifeの 中 に あ り、それ をflyerの 体 験 を通 じて解 説 を試み 、鮮 明 な対照 の

光 を当て るこ とに よ り、Flyers'Literatureが よ り深 く理解 される と考 え

てい る。

Flyers'Literatureと して 考 え られ るものに以下の よ うなものが あげ ら

れ る。

 1) H.E. Bates: The Stories of Flying Officer  'X' 

 2) Roald  Dahl: Over to You
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